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饗顛属撃臆イ

新世紀を迎えて

AAMT会 長 東京大学教授 辻井潤 ・

 世紀 の変 わ り目が、科学 ・技術 にどれほ どの 意味

があるのかはわか らないが、何か新鮮 な気持 ちにな

るのは確か である。 ここ数年は、ハ イテ ク ・ブーム

が続い てきたが 、昨 年度は米国でハ イテ ク ・ブーム

の終焉が明 らかになって くる など、多少の不安 もあ

った。結局 は、内実 のある技術 を持 った会社、ユー

ザ ーの本当のニ ーズに応 え られる技術 を持 った会社

が生 き残 る時代が きた とい うことだ と思 う。

 新世紀を展望するほどの洞察力はないが、表面的

なIT技 術が もてはやされる時代が終わって、本物

だけが残る時代がはじまったように思 う。言語を取

り扱う技術は、ビデオや音などのマルチメデ ィアの

技術に比べると一一見 した派手 さがないが、ここ10数

年の間に着実なものに発展 してきた。本物の技術が

生き残る時代は、言語処理技術にとってはよい時代

で、特に、機械翻訳技術は、長期間にわたって技術

が蓄積されてきた分野であり、これから、本来の実

力を見せるときであろう。

 昨 年6月 、本協 会の会長 を引 き継 いだ ときに、第

一の 目標 と して掲 げ たのが、本協 会を本 当の意味で

のア ジアの協 会 に したい、 とい うこ とであ った。 日

本以外 のア ジアか ら、 よ り積極 的な参加 を求め るこ

とであった。 もちろ ん、 この 目標 は一一朝 一一夕に達成

で きるこ とではないが、す こ しつ つ進展 は遂げてい

る。

 まず、韓国KAIsTのK, s, choi教 授 に、 IAMT(国

際機 械翻訳協 会)のCouncilメ ンバー にな って いた

だ くこ とに同意 していただい た。 これで、アジアか

らの メンバーは、前 会長の東工 大 ・田中教授 、AAMT

村 田事務局 長、そ して私 とあ わせ て4名 となった。

これによ り、IAMTへ の アジアの声 を反 映 しやす く

なった と同時 に、韓国か らの活動への参加 も活発化

す ると期待 している。

 また、新 年になっての1月18日 、19(1、 東京で ア

ジアの言語処理研究 者 を集めた会議 が開催 された、,

この会議 には、イ ン ド、 イン ドネシア、マ レー シア、

タイ、香港、台湾 、韓 国、 日本の8ヶ 国か ら研究 者

が参集 し、 アジア言語処理連 盟(Asian Fedcrati(m of

NLP)と い う言語処理研究団体の連 合体 を作 るこ と

が合意 された。 この連盟 は、 日本で はr語 処理学 会

が正式 メンバー と して参加す るなど、各国の学 会 ・

研 究機 関が メンバー と して参加す るが、 それ以外 に

も、各種の団体 にリエ ゾ ンオフ ィサ ーを指定 して も

らい、団体 間の情報交換 を緊密 に してい くこ とを目

標 と している、,我々の協会 も、 この連 合体 とリエ ゾ

ンしなが ら活動 してゆ くことで 、アジアへの ネッ ト

ワー クを拡 充 していけ るので はないか と3;え ている、,

 も う…つの 目標は、本協会 を機械翻訳の使用 者、

メー カー、研 究者の交流の場 として活発化す るこ と、

と くに、機械翻訳の使用者の積極的 な関rを 求めて

い くことであ った。 これ につい て も、事務局 の努力

で機械 翻訳 の講演会 を開催 し、 多数の参加 者を得 る

ことがで きた。 まだ試行の段階であ るが 、その端緒

は作 れた と思 ってい る。

 本当の技術だけが生き残る時代とは、ユーザーの

本当に必要とする技術が生き残る時代である、,機械

翻訳、あるいは、その周辺技術がより発展 していく

ためには、使用者と開発者が不断に交流 していく場

があることが必須である。

 新しい世紀になって本協会が担う役割は、ますま

す重要となっていると感 じてい ます。今後 も会員各

位の積極的な活動をバ ックアップしてい きたいと思

っております。
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September 18-22,2001,Santiago de Compostela, Spain

CALL FOR PAPERS

The eighth Machine Translation Summit, organized by the European Association for

Machine Translation(EAMT), will be held in Santiago de Compostela, Spain, from 18to 22

September 2001.MT Summit VIII, which is the first conference of the century in the premier

series of conferences on machine translation, will provide a forum for discussing the

prospect of MT and related areas in the coming century. MT Summit VIII will feature an

expanded programme including research papers, reports on users'experiences,

discussions of policy issues, invited talks, panels, exhibitions, tutorials, and workshops.

EAMT invites all who are interested in any aspect of machine translation and tools for

translation support- researchers, developers, providers, users, and watchers - to

participate in the conference.

Important Dates

   15April 2001

   15April 2001

   30May 2001

    1July 2001

Paper submission deadline

Exhibition registration

Notifications

Final camera-ready copy deadline

URL:http://www.eamt.org/summitVIII/cfp.html

Conference Schedule

     18-19Sept.2001

     20-22Sept.2001

Tutorials, Workshops, Excursions

Papers, Panels, Exhibitions
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About Santiago and the Venue

Santiago de Compostela in North West Spain(Galicia)was the most visited pilgrimage

shrine in the Middle Ages, and to this day the aRoad to SantiagoA is a popular route for

walkers through France and northern Spain. The goal is the imposing l l th century

cathedral containing the relics of St James the Great. But the well preserved historical

centre of the city offers much more:medieval streets, excellent restaurants, ancient

churches, monasteries, palaces, etc. The venue for the conference is the Hostal de los

Reyes Catolicos, founded in 1499 as a Royal hospital for pilgrims, a magnificent building in

the Spanish Renaissance style, and now a hotef(the oldest and one of the most beautiful in

the world). Those staying at the Hostal will have a once-in-a-lifetime experience, but there

is also accommodation nearby in many other good hotels, all within easy walking distance

of the centre and the Hostal. Santiago de Compostela has its own airport with daily direct

flights from Barcelona, Madrid, Brussels, and London.

Registration

 The EAMT is in the process of finalising registration arrangements for the MT Summit Vlll.

 Conference fees will range from E 250(for early registration by IAMT members)to E 375(for

late registration by non‐members). Early registration ends 15May. Late registration is after 15July.

  Hotel accommodation has been reserved at a wide range of prices and qualities. At the top end is

the Hostal de los Reyes Catolicos(the venue for the conference)at E 160 per night(single)and E

228per night(double), plus VAT(7%). At the lower end are various hotels from E 33(single)and

E55(double)per night, plus VAT. All hotels(except one)are within close walking distance of the

venue. A bus will be provided for the exception.

 An online registration form with additional information will be posted over the next few weeks

Conference Organization

General Chair:John Hutchins, Univ. of East Anglia, UK

Local arrangements

 Carlos Paz, European Commission, Translation Service

 Dimitri Theologitis, European Commission, DG TREN Belgium
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Exhibition

 Jorg Schutz, IAI, Saarbrucken, Germany

Workshops

  Harold Somers, UMIST, United Kingdom

Programme Committee

Chairpersons

  Bente Maegaard, Center for Sprogteknologi, Denmark

 Jo Lernout, Lernout and Hauspie Systems, Belgium

Members

 Harri Arnola, Kielikone, Finland

 Annelise Bech, Lingtech, Denmark

  Nuria Bel, Univ. Barcelona, Spain

  David Carter, SpeechMachines, United Kingdom

  Herman Caeyers, Lant, Belgium

  Key-Sun Choi, KORTERM, KAIST, Korea

  Daniel Grasmick, SAP, Germany

 Anna Sagvall Hein, Univ. Uppsala, Sweden

  Ed Hovy, ISI, USA

  Hitoshi lida, Sony, Japan

  Ian Johnson, Lexiquest, France

  Maghi King, ETI, Univ. Geneva, Switzerland

 Steven Krauwer, Univ. Utrecht, Netherlands

  Elliot Macklovitch, Univ. Montreal, Canada

  Harold Somers, UMIST, United Kingdom

  Keh-Yih Su, Behavior Design Corporation, Taiwan

 Gregor Thurmair, SAILLabs, Germany

 Jun-ichi Tsujii, Univ. Tokyo, Japan

 Anne Tucker, European Parliament, Luxembourg

 Nino Varile, EC, DG INFSO, Luxembourg

 Wolfgang Wahlster, DFKI, Germany

 John White, Litton PRC, USA

URL:http://www.eamt.org/summitV[ll/index.html
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構Su鰍 灘狐

M'rSummi価 皿の ご 案 内

 隔年 で開催 され る機械翻訳 に関す る国際会議MT Summit VIQ(第8回 機械翻訳 国際 会議)が 、今年9月 に

スペ インで開催 され ます。開催地のサ ンテ ィアゴ ・デ ・コ ンポステ ラは、サ ンテ ィアゴ ・マ タモロス(聖 ヤ

コ ブ)が 眠 る巡 礼の町 で、マ ドリッ ドか ら約700kmに あ ります。 ローマ ・エ ルサ レム と ともに、世界3大

聖地 のひ とつで、 この地 には、荘厳 な大聖堂や数多 くの歴 史的遺物 が残 ってい ます。

    日程: 2001年9月18日    ワ ー クシ ョップ(3種 類)

              19日 ～21日  本 会 議

              22日    ワ ー クシ ョップ(3種 類)

    場 所:  Santiago de Compostela,Spain

         サ ン ティアゴ ・デ ・コンポステラ(ス ペ イ ン)

    主催:  EAMT(The European Association for Machine Translation)

         ヨー ロッパ機械翻訳協会

 新世紀初めてのMT Summit皿 に、日本からも多 くの方々の参加を、是非お願いいたします。現在、本会

議、ワークショップともに発表論文の募集中です。

    投稿締切:   2001年4月15日

    採否通知:       5月30日

    最終原稿締切:     7月1日(本 会議)

                 7月15日(ワ ークショップ)

同時 に機械翻訳 ソフ ト、サー ビスの展示 も受付 けを行 って います。

なお 、詳細 ・最新情 報は下記のペー ジをご覧下 さい。

http://www.eamt.org/summitVlll/index.h[ml
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セミナー轍釜

AAMTセ ミナ ー報 告

「イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 ・機 械 翻 訳 の 展 望 」

                               AAMT事 務局

 2000年11月10月 、 イ ンターネ ッ ト関連 の機械翻訳

技術の現状 と展望 をテーマ として、東京 でセ ミナー

を開催 した。 当日は、翻訳者 、 ドキュ メン ト担 当者、

機械翻訳研究者 な ど約80名 の参加者 が集 まり、各講

演 に対 して質 問が 出るな ど、活発 な議論 が行 われた。

〈機械翻訳  現状とその展望〉

 AAMT会 長 の辻井 東 大教授 か らは、機 械翻 訳 の

技術 開発 の進展 について、市場 か らの需 要の変化 に

関連付 けて述べ られた。現在急 速な グローバ リゼー

ションの進 む中で、マニュアル などの ドキ ュメンテ

ー ションや
、 ソフ トウェア製品のユーザ インタフェ

ー ス部 の翻 訳 な どlocalization市 場 が急激 に拡 大 し

つつある。技術 的には、80年 代 後半 に現 れた コーパ

ス処理技術 が、実用化 の段 階 を迎えてお り、文解析

・文生成 の技術 もここ10年 間で大 きな進歩 をとげて

いる。

 今 後は、機械翻訳 システムが多様 化 し、異種技術

との統合 が進む と予 想する中、10年 後 に向けた技術

の発展 に期待 を込 めて話を まとめた。

<発 信側翻訳 のためのPENSEE for Internet>

 沖 電 気 の村 田氏 は、Webペ ー ジ用 機械 翻 訳 シ ス

テム 「PENSEE for Internet」 を紹介 した。 これ まで

Webペ ー ジ翻訳 は、情 報受信 者 が英 語 を読 む助 け

に利用す る とい う考 えが主流 であった。 しか し、 イ

ンターネ ッ ト翻訳 ソフ トには、外 国語ペー ジを作 成

して情報発信 する手段 として も有用である。

 「ネッ ト九州」(http:〃www.net-kyushu.net!)で は 、

ポー タルサ イ ト内のページをPENSEE for lnternetで

英 訳す るサ ー ビスを提供 している。 日本語 ページの

更新 に合 わせ て英語ペ ージを更新す る手 間がな く、

英語の情報 を発信 で きる点 で、翻訳 ソフ トの メリッ

トを活か した利用方法 であるこ とを説明 した。

〈The翻 訳 シリーズ 〉一機械翻訳 ソ フ トあれ これ一

 東芝の熊野氏は、 「The翻訳シリーズ」の各種機

能を紹介した。ユーザの多様化に合わせて翻訳 ソフ

トの種類、翻訳機能、周辺機能が増えているが、目

的に適 したソフ トを選択 し最適な機能を利用するこ

とが、翻訳作業の効率を上げるポイントである。

 Webペ ージ翻訳のような情報収集型の翻訳 では、

人間は翻訳 ソフトの出力を読むだけで十分である。

これに対して、マニュアル翻訳の ような文書作成で

は、人間の知的作業が中心で、それを翻訳 ソフトが

補 うべ きである。いずれ も適切な分業体制が重要で

あると主張 した。

〈インターネット機械翻訳の機能評価 〉

 秀明大学の宮澤教授 は、市販の英 日翻訳 ソフ ト13

種類に対する機能比較の報告を行った。

 翻訳機能の面では、メールを翻訳できるものは多

いが、PDFやXMLを 翻訳できるものはまだ少数で

ある。辞書機能としては、複数の辞書 をマージする

機能が実現 されているソフ トは非常に少ないことが

わかった。 また、日本人が英語でメールを書 く際に

は、翻訳機能より英文作成支援機能が便利であるが、

多くの例文 を備 えた ものはまだ少な く、今後の改良

・高機能化が望 まれる。

 今回のセ ミナーでは、今後の機械翻訳技術の発展

を示唆する内容 に富み、参加者からも将来に期待す

る声がよせ られた。

★ バベ ルプ レス発行 の 「eと らんす」2月 号32ペ ー

 ジにAAMTセ ミナーの記事が掲載 され ま した。

一6一



「機 械 翻 訳 一21世 紀 の ビジ ョンー」 を発 行 して

一21世 紀 の バ リ ア レ ス ・グ ロ ー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 向 け て 一

機械翻訳白書編集委員会 委員長 野村浩郷

      (九州工業大学情報工学部 教授)

 約2年 をかけて作成 した機械翻訳白書を出版でき

たことは、この上ない喜びである。これもひとえに

機械翻訳白書編集委員会委員ならびに技術、市場、

ネットワーク翻訳名委員会委員の諸氏の熱意の賜物

である。21世 紀の初頭にあたり、将来のバリアレス

・グローバルコミュニケーション時代のための言語

・コミュニケーションのインフラの構築 と活用にむ

けての社会的要請に応えようとする使命感から生ま

れたものである。

 この 機械翻訳 白書 は、機械翻訳 につ いて、マーケ

テ ィ ング、 コマ ーシャ リゼーシ ョン、ネ ッ トワーキ

ング、 および学術的 ・技術的 な研究 ・開発 の現状 と

将来予測 をま とめた ものであ り、 さらに、それ らに

基づ き、 日本が各 国と協 同 して国家 的 ・国際的に取

り組 むべ き課題 を提言 した ものである。

 提 言 としては、CLINT(Cross Lingual Information

Technology)プ ロ グラムを提案 してお り、今後のIT

(情報 技術)戦 略 の最 も重要な課題 を提 唱 してい る。

これは、単 に、機械翻訳 の問題 だけでは な く、バ リ

アレス ・グローバ ル コ ミュニ ケー シ ョンの ため の

IT技 術 の 中核 をなす もので あ り、 これな しにはIT

の成功 はあ りえない ものである。

 特 に、将来予測 されるアジア ・コ ミュニテ ィとで

もい うべ き連携の 実現 を コミュニケーシ ョン ・イン

フラの構 築 とい う側面 か ら支援すべ く、多彩 な文化

と言語 を持つAsian CLINTを 、 アジアの各国 と連携

し、かつ欧米 な どの他 の地域 との協 力を含め て推 進

すべ きことを強 く主張 する ものである。

 CLINTプ ロ グラム は、教 育 と研 究 が一一体 となっ

て推 進 されるべ きものである。その意味で、CLINT

は21世 紀 にお ける新 しい国際的な教 育 と研究 の様 式

を形 成す る可能性 を示す ものである。

 世はまさにインターネットの時代である。多種 ・

多様 なインターネット情報への知的情報アクセスの

機能の実現は21世 紀における最も重要な人類の課題

であ り、この機械翻訳白書がそのための牽引車の 一

端を勤めることができたら幸いである。

嬢務  `1

AAMT会 員による著書のご紹介(1)

● 「わかる」 とは何か

    著者: 長尾 真 (京都大学 総長)

私 た ちは どんな ときに 「わか った!」 と言 うの だ ろ うか。 言葉、文 章、科学 的内容 、気分…

…。いったい 「何 が」 わかるのか。わか るには、何が必 要で、 どん なステップを踏むのか。IT、

クローンな ど、生 活の 中につ ぎつ ぎと押 し寄せ て くる科学技術 を題材 に、科 学 的説明 の しく

みや困難点、 さらに社会的受容の道す じを考 える。

発行: 岩 波書店 2001年2月20日  定 価: 700円

一7一



礁 由暮

「一機 械 翻 訳一 21世 紀の ビジ ョン」のご案内

 当協会の機械翻訳白書編集委員会を中心に、技術動向調査委員会、市場動向調査委員会、

訳研究会の各委員が分担して執筆 ・編集 し、昨年11月 発刊 されました。

 機械翻訳に関する情報を網羅 した興味深い1冊 となっています。

ネ ッ トワ ー ク 翻

●価格

AAMT会 員 1部 2,500円(税 ・国内送料込)

非会員   1部 3,500円(税 ・国内送料込)

       注)海 外発送は別途送料がかかります。

● 申込方法

 購 入ご希望 のかたは、お名前 、郵送先 ご住所 、連絡先(TEL l FAX l E-MAIL)、 部 数 を明記 して直接 事務

局 まで下記E-Mailで お 申込 み くだ さい。 (代 金はMT白 書 到 着後、同封 の郵 便振替 用紙 にてお振 込 み願い

ます。)

    E-Mail:aamt OOO I@infotokyo.ne.jp又 はaamt OOO2@infotokyo.ne.jp

【本編 目次】

第1部 社会動向 と口語的背景

第1章 世界の社会動向

 第1節 インターネットの動向

 第2節 電子商取引の動向と展望

 第3節 多言語情報処理

第2章 言語の重要性

 第1節 コミュニケーションの手段 としての言語

 第2節 目語の経済性

 第3節 経済以外の要因

第3章 世 界 におけ る言語の社会的状況

 第1節 北 米

  3.1.1 米 国

  3。1.2 カ ナ ダ

 第2節 欧 州

  3.2.1 英 国

  3.2,2 ヨー ロ ッパ大 陸

 第3節 ア ジア

  3.3.1 ア ジ ア全域
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中国

韓国

イン ド

ア ジアのLinguaFrancaと しての英語

日本人と日本語

日本人と外国語

外国人と日本語

翻訳

日本における目語研究

第2部 機械翻訳システムの現状

第1章 利 用形態(シ ステム編)

 第1節 ユ ーザ環境か ら見 た翻訳 ソフ ト

  1.1.1 イ ンターネ ッ ト上 の ソフ ト

  1.1.2 マ ウ ス検知型 ソフ ト

  1.1.3 文 書 編集 ・作成

  1.1.4 翻 訳 専用エ デ ィタ

 第2節 イ ンター ネ ッ ト上 での情報受発信 と しての機械翻 訳 システム

  1.2.1 イ ンターネ ッ ト翻訳 ソフ トの登場

  1.2.2 英 日翻訳 ソフ トの市場

  1.2.3 サ ーチエ ンジ ンとの連携

  1.2.4 外 国 語 による情報発信

  1.2.5 イ ンターネ ッ ト翻訳 ソフ トの今後 の展 開

  1.2.6 受 発 信双方 向で の利用

  1.2.7 音 声 翻訳

第2章 市 場調査(市 場編)

 第1節 調査 の 目的

 第2節 翻訳 ソフ トベ ンダーに対す る調査

  2.2.1 1998年 度 調査

  2:2-2 1999年 度 調査

 第3節 翻訳 専門家 に対す る調査

  2.3.1 調 査 方法

  2.3.2 ア ン ケー トによる情報収集 と集計

  2.3.3 グ ルー プイ ンタ ビューによる情報収集

  2.3.4 グ ルー プイ ンタ ビューによる集計結 果の分析

  2.3.5 調 査 の将来展望

 第4節 ・一般 ユーザ に対す るア ンケー ト調査

  2.4.1 調 査 方法

  2.4.2 ア ンケー トによる集計結果

  2.4.3 集 計 結果の分析
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1

2

3

言

1

2

3

4

5

 

1

2

3

4

要

機

L

L

㌧

.
乞

乞

監

乞

翻

翫

翫

飢

翫

章

1

3

翫

翫

2

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

3

第

 

 

 
 
第

 

 

 

 

 
 
第

第 素技術(要 素技術編)

 械翻訳システムの構成

   文法と辞書

   辞書の種類

   翻訳処理の手順

 吾処理における難 しさ

原言語の解析過程で生 じる難 しさ

言語による難 しさの差

相手言語に翻訳する際の難 しさ

多言語処理環境構築の問題点

文書による難 しさの差

訳精度向上のための新技術

ユーザ知識追加の必要性

ユーザ知識追加の困難さ

ユーザ問で知識を共有するための新 しい枠組み

ユーザ辞書共通フォーマッ トの利点

第4章 機械翻訳の評価

 第1節 システムの評価

 第2節 例文の評価

 第3節 制限言語

 第4節 WWW機 械翻訳の評価
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第   ゜1[]質(品質編)

 訳テズト

   使用ソフ ト

   翻訳テス ト文

1  翻訳テス ト結果

 訳テスト評価

A社

B社

C社

D社

E社

翻訳テストについての考察

第3部 言語処理技術の将来

第1章 MTが 牽引する自然言語処理アプリケーション

 第1節 実務翻訳

  1。1.1 実務翻訳の世界的な流れ

一10一



 1.1 2 実務翻訳における翻訳支援 ツールとその将来

 1,1.3 実務翻訳から派生する新 しい言語産業とその作業形態

第2節 自動通訳

第3節 自然言語対話

第4節 多言語情報収集

 1.4 1 関連技術

 1.4 2 情報収集の将来の形態

第5節 字幕

第2章 市場展望

 第1節 21世紀の社会像

 第2節 機械翻訳の市場展望

第3章 大規模言語資源

 第1節 自然現象としての口語

 第2節 コーパスの種類

 第3節 機械翻訳にとってのコーパスの意義

 第4節 コーパスを利用 した機械翻訳

 第5節 コーパスからの翻訳知識の獲得

 第6節 機械翻訳以外のコーパス利用例

 第7節 欧米のコーパス

  3.7,1 米国

  3.7.2 欧州

 第8節 日本の動向とアジアにおけるコーパス整備の必要性

 第9節 大規模用語集

第4部 提言

第1章 要旨

第2章 背景 と問題点

第3章 研究 ・開発の進め方

附属資料

A

B

C

D

機械翻訳市場に関するアンケー ト調査(プ ロフェッショナル編)

機械翻訳市場に関するアンケー ト調査(一 般インターネットユーザ編)

機械翻訳ソフトの品質評価用テス ト文 と翻訳結果

機械翻訳関連 ソフトウエアー覧

URL:http://it.jeita.or.jp/aamt/pubj.html

    http://www.babel.co.jp/e_zine/hakusho/hakusho.htm
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欄欝禦わが鰯

コ ンパ ラ ブル ・コ ーパ ス と は 何 か?

NEC情 報通信 メデ ィア研 究本部 亀井真 一一郎

1.は じ め に

 機 械 翻訳 を高度化す る手がか りとして、近 年 「コ

ンパ ラブル ・コーパス」が注 目 され て きてい ます。

 「コンパラブル ・コーパ ス」 とは、同 じ事柄 につ

いて、 日本語 と英語 な ど異 なる幾つ かの 言語 で書 か

れた文章の集 まりのこ とを言い ます。今 回は、現在

の機械翻訳が 直面 して いる課題、 それを解決 する手

がか りとして 「コ ンパ ラブル ・コーパス」 が期待 さ

れている背 景を述べ ます。

2.機 械翻訳の課題

 現在の機械翻訳は、買ってきてす ぐに十分 に使え

るシステムではありません。ユーザは、自分が翻訳

したい文書の中に、機械翻訳システムに登録 されて

いない単語があれば、自分でその単語 とその単語の

訳語 とを機械翻訳の辞書に登録 しなければな りませ

ん。 また、システムがおかしな訳語を出してきた時

には、訳語を選び直したり適切な訳語を追加 した り

しなければな りません。このように、ユーザが自分

でシステムに手を加えていかなければ望 ましい結果

が得 られない、という点は、テレビや冷蔵庫のよう

に、買ってきてスイッチを入れればす ぐに使える従

来の電気製品 と機械翻訳のような言語処理 システム

との最も大きな違いで しょう。

 翻訳対象の文章のジャンルが経済なら経済 と狭い

範囲に決まっていれば、このような不適切な訳出の

問題 もかな りの程度減 りますが、一般にジャンルは

決まっていません。そこで現状の多 くのシステムは、

どのような場合でもかなりの程度に妥当な訳を与え

るというところまでには至っていないのが現状です。

 このような時、ユーザが、単語の訳語を選び直し

て適切なものにする必要があるのです。

 そ れ に して も、考 えてみれ ば、ユ ーザが 自分 で単

語 を登録 した り、訳語 を選 んだ りしなければな らな

い とい う制約は、一般のユ ーザ に とって大 きな負担

です。ユーザは、訳 し方が わからない か ら機械翻訳

を使 いたい と思 って システムを買 うの で しょう。そ

れ なの に 「良い翻訳結果が欲 しければ、 自分 で単語

とその訳語 を登録せ よ」 と負担 を強 い られるのは、

ユーザ にとって矛盾 と感 じられます。 この負担 を減

らす ことがで きれ ば、機械翻訳 システムは、い まよ

りもず っと普及す る と思 われ ます。 コ ピー機 の よう

に、原文 を入れ てボ タンを押せ ば、す ぐにそれが翻

訳 されて訳文が 出来 上が って くるのが 、機械翻訳 シ

ステムの理想の姿です。 そこで、現在 、この ような

ユーザの負担 を軽減 させ よ うと、研究 がす すめ られ

ているのです。

3.ど うした らユーザの負担 を減 らせ るか?

 例 えば 「stock」と い う英単 語 は、経 済 用 語 と し

て 「株」を意味 しますが、辞書 を引 くと、 「貯蔵」「蓄

え」「うん ち く」「(農業分 野で)家 畜」 な ど、他 に も

た くさんの意味が あ ります。現在の 多 くの翻訳 シス

テムに とって は、この ような、意味の た くさんある

単語 の訳語 を適切 に選ぶ ことは非常 に難 しい 問題 で

す。 株価の文章 を翻訳 しようと思 ってい るの に「貯

蔵」 と訳出 されて しまった り、経済の文章で はない

の に 「株」 と出て きて しまった りとい った、 とんち

んか んな結果 になって しまいが ちなのです。

 社 会の変化や科学技術の発達 に伴 って、我 々の使

う言葉は 日々増 えてい ます。 また、政治 、経済 、科

学、料理、 スポ ーッ、芸術、 とい った分野 ご とに、

使 われ る単語 も訳語 も異 な ります し、 そ ういった分

野は非常 に数多 くあ りますか ら、 日本語や英語 の単

語 や訳 語 を、あ らか じめすべて システムに用意 して

お くこ とはで きませ ん。

 しか し、だか らとい って、そ うい った単語 の登録

や訳語 の指定 をユーザ 自身が行わ なければな らない、

とい う現 状の負担 をなん とか して軽減 してゆかなけ
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れば、機械翻訳が真に活用 されるようにはなりませ

ん。 そこでそのようなユーザの負担を軽減する方

法として、い くつかの試みが始 まっています。

 そのひとつの方法 として着目されているのが、類

似 した文章か ら言葉の知識を獲得する技術です。

ユーザが翻訳 したい文章 と似たジャンルの文章が大

量にあったとしましょう。そうすれば、それ らを分

析することで、そのジャンルで頻繁 に使われる単語

や、言い回 しを抽出することができるで しょうし、

そのジャンル特有の訳出の仕方の傾向もわかるか も

知れません。このような言葉の知識 をシステムが翻

訳にうまく利用できれば、現在 より翻訳の品質が上

が り、ユーザが単語を登録 したり、訳語 を指定 した

り、といった負担を減らせる可能性があ ります。こ

のような期待から、大量の文章、すなわち 「コーパ

ス」の研究が盛んに行われているのです。コーパス

研究の解説については、例えば、情報処理学会の会

誌 「情報処理」の2㎜ 年7月 号で、特集 「ここまで

きた自然言語処理」が組まれていますので、ご参照

ください。

4.コ ンバラ ブル ・コーパ スが期待 され る理 由

 翻 訳の品質 を上 げるには、 日本語 の語彙 ・表現 を

英語の語彙 ・表現 にスムーズに対応 させ るための デ

ータや傾向や規則 を大量 に必 要 とします
。その よ う

なデ ータや傾向や規則 を得 るには、 日本語 と英語が

対応 してい るコーパ スが必 要です。

 同 一の内容 につ いて、 日本語 と英語の ような異 な

る言葉で、文の レベ ルまでほぼ対応 して書か れてい

るコーパ スを 「パ ラ レル ・コーパス」 といい ます。

 例 えば、 カナダで は英語話者 とフランス語話者の

両方 に同一の情報 を提供す る必 要性 か ら、同一の内

容 を、英語 とフラ ンス語の2力 国語 で書い たパ ラ レ

ル ・コーパ スが存在 します。 この ようなパ ラ レル ・

コーパ スが大量 にあれ ば、ある単語 が どの よ うに訳

され るか、 とい った傾 向を分析 して機械翻訳 に応用

す ることが可能 とな ります 。そのためパ ラ レル ・コ

ーパ スの研 究 は非常 に重 要です 。

 日本語の場合で も、例 えば、外 国 に輸出す る製 品

の操作マニ ュアルな どは、 日本 語 と外国語の両方 が

か な り厳密 に対応 した文章 で書 かれてい ます が、こ

れは非常 によ く対応 したパ ラレル ・コーパ スです。

 この ような対応 の よくとれたパ ラ レル ・コーパ ス

を対象 として、翻 訳精度 向 ヒのための語彙 ・表現や

訳語の デー タを抽 出 し、それ を利用す る研 究が続 け

られてい ます。

 しか しなが ら、残 念な ことに、 日本語 と他の言語

の 問の パラ レル ・コーパ スは、 ・般 にはあ ま り多 く

は存在 しないのが現 実です。パラ レル ・コーパ スは、

大量 に存在 しない と、語彙 や訳語を有 効 に抽出す る

こ とが で きませ ん。r_述 した製品マニ ュア ルの他 に

は、公的 な文書の 一一部 や、新聞記事の 一一・部な どにパ

ラ レル ・コーパ スがあ ります が、個 々のユ ーザ が翻

訳 したい と思 う多種 ・多様 な ジャ ンルの文章には、

ほ とん どの場合 、大規模 なパ ラ レル ・コーパ スは存

在 しないの です。

 そ こで注 目されは じめ たの が 「コ ンパラブル ・コ

ーパ ス」です。 この 「コ ンパラブル」 とい う言 葉は、

「比較 しうる」 とか 「対応 しうる」 といった意味 で

使 われてい ます。つ まり、 「コンパラブル ・コーパ

ス」 とは、厳密 に対応 は していないが 、同種 の内容

を異 なる言葉で書 いた文章 の集ま りの こ とを指 しま

す。例 えば、ある一つの出来事 につい て 日本語 と英

語 とで書 かれた新 聞記事 は、それが翻訳 関係 にあ る

場合 には、パ ラ レル ・コーパスです が、た とえ翻訳

関係で な く独立 に書 かれた場 合であって も、同 一の

出来事 につ いて書 いてある記 事である以上、か な り

の程度 、語彙 や表現 に対応 がある もの と思われ ます。

これが コ ンパラブル ・コーパ スです。

 この よ うなコ ンパ ラブル ・コーパスが大量にあれ

ば、その対応の確 か らしさも高 まり、そ こか ら翻訳

に有効 な知識が抽 出で きる ことが期待 され ます。例

えば、株式 に関す る 日本語 と英語 の文章が大量 にあ

れ ば、英語 の 文章 には 「stock」 とい う単語 が頻 繁

に使 われ てい る で しょう。 …般 に は 「stock」に 対

応す る 日本語 の単語はた くさんあ り得 ますが、 この

ジャ ンルの 日本語 の文章の中では、その中で 「株」

の頻度が高 いこ とがわか ります。

 「株」 と 「stock」が 対 応 して い る こ と を確 かめ

るには、使 われてい る頻度だ けではな く、その文章

の文脈 をあ らわす手がか り、例えば同 じ文中 に…緒

に使 われている単語や、修飾関係 にあ る単語 な ど、

いろいろな条件 を考慮 して判断す る必 要があ ります

が、その ような判断 も、 コンパ ラブル ・コーパ スが

大量 にあれば、信 頼性が高 ま ります。
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 厳 密 な対応づ けが な くて もよいのな ら、同様 の事

柄 につい て異 なる言語で書か れた文章 は大 量に存在

します。 グローバ ルネ ッ トワー ク上に電 子テキス ト

があふ れている現在 では、ほ とん どの ジ ャンル、例

えば、料理 であれ、スポーツであれ、音楽 であれ、

書かれている内容が かな りの程度 重なる文章を見い

だせ る可能性 があ ります 。それ を見いだ し、そこか

ら翻訳 に有効 な知識 を得 るこ とがで きるのではない

か。 こ れが、コ ンパラブル ・コーパスが、パラ レ

ル ・コーパスに代 わる もの として注 目されている理

由です 。

 コ ンパラブル ・コーパスの可能性は90年 代半ば ご

ろか ら研究 されてい ましたが、当初は、 コンパ ラブ

ル ・コーパス も、入手で きる量が限 られてい ま した。

しか し最近になって、大量の多種類 ・多言語の電子

テキス トが利 用可能になって きたため、 コンパ ラブ

ル ・コーパスか らの知識抽出の現実性 が高 ま り、研

究 も盛んになって きま した。

 た だ し、本格的 な研 究は まだ緒 につい たばか りと

い って よい と思い ます。 「コンパ ラブル」の程度、

つ ま り、 どの程度同 じならば、 どの程度有効 な結果

が得 られるのかに関 して も、 ま さに研 究が進め られ

てい るところです。 しか し少 な くとも、新聞 などで

採用 されてい る大 まか なジャンル、政治 、経済、科

学、 スポー ツ、 とい った分類であ って も、訳語の選

択には有効だろうと思われます。今後、そのような

大まかなジャンルを出発点として、訳語選択が有効

であるような、機械翻訳にとって意味のあるジャン

ルというものを設定 してゆく必要があると考えられ

ます。

5.お わ りに

 今までの機械翻訳システムは、翻訳対象の文書を、

それ単独 として処理 してきました。 しかし、あらか

じめ、多種類のジャンルの文書を用意してその傾向

を分析 しておき、翻訳対象の文書がどのジャンルに

近いかを判定することができれば、用いられている

単語の認定もその訳語の選択 も、今より格段に適切

なものになることが期待 されます。

 このようなコーパスを使った翻訳品質の向上が期

待できるようになったのは、長い時間と多大な努力

をかけた機械翻訳の研究開発の結果、基礎的な文解

析の精度や速度が非常に高くなったこと、基盤とな

る基本対訳辞書が整備 されていることなど、技術の

発達 ・蓄積があったからです。これに合わせて、大

量の電子テキス トが利用可能になったおかげで、分

析技術、分析対象の両方がそろい、まさに現在、こ

こで述べたような、大規模テキス トから言葉の知識

を獲得する研究の環境が整いました。機械翻訳の品

質向上のブレイク ・スルーが期待されてい ます。

翻訳繊媚ピ譲

インターネ ット博覧会に多言語機械翻訳サービス登場

 先 頃 ス ター トした政府 主催の イ ンターネ ッ ト博 覧会(イ ンパ ク)に て、 多言語機 械翻訳 の公 式サ ー ビス

が始 まってい ます。 イ ンパ ク関連サ イ トの コ ンテ ンツを対 象 に、 日本 語 ・英語 ・中国語 ・韓国語 の4ヶ 国

語の間でWebペ ー ジ翻訳が可能 です。 インパクの トップペー ジや 「総 合案 内所」 に入 り口が あ ります。

 主 に海外 か らの アクセ スに利用 されてお り、今後 、言語対 を さらに追加す る可能性 もあ る との こ とです 。

関 連URL:

 http://www.inpaku.go.jp/

 http://honyaku.inpaku.go.jp/
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新雛融紹糠

特許文に特化 した実用的翻訳ソフト

PATTranser(パ ッ ト トラ ン サ ー)

株式会社 ノヴァ

1.は じめに

 日本 で商用 の機械 翻訳 ソフ トが登場 して10年 以上経 過 しま した。低価格の機械翻訳 ソフ トも数多 く存在 し、

機械翻訳 ソフ トの普及 も進んでい ます。一般 的にはイ ンター ネ ッ トの英文や メールの翻訳使用が大 半です。

当社 では 「実用 的な翻訳物 の生産 を支援す るツール」 として、業務で使 える翻訳 ソフ トの 開発 を行 って きま

した。 業務用翻訳 ソフ トの トランサ ーシ リーズは、大量 の文書翻訳が必要 な現在 、翻訳業務の現場 で、な く

てはな らないッール にな ってい ます。単 なる1文 の翻訳 精度だけで な く、大量の文書の読み込み、ユ ーザ辞

書 の一括登録 、毎 日の使 用 に耐 えうる人間工学 に基づいたユーザー イ ンターフェース、機械翻訳 な らではの

翻訳 ス ピー ド、総合的な評価 で、ユ ーザ の支持 を得てい ます。

 トランサ ーシ リーズには、 「特 許文」 に特 化 した 「PAT-Transer(パ ッ ト トラ ンサー)」と、 「医薬 文」 に

特化 した 「MED-Transer(メ ド トラ ンサー)の ライ ンナ ップが用意 されてい ます。各分 野 に特化 した翻訳 ソ

フ トを活用する事で、 さらに翻訳業務 の効率 をはかる事がで きます。

 特 許文は、人間の翻訳 者 にとっては難解 と言われてい ますが書式や表現 に厳格 な規定が あるため 、実 は、

機械翻 訳 には向いてい ます。PAT-Transerは 、 長文 が多 く、独特 の専門用語が使用 され る特許 文に対応す る

ため に、当社が独 自に開発 した 「前処理/後 処 理」機能 を備 えてい ます。企 業の知 的財産部で 、米 国特 許公

報の詳細 な情報 を得 るため に導入す る例 がほ とん どですが 、最近で は、大量 の特 許情報 の うち、必 要な情報

を得 るため に、 スクリーニ ングの段 階で 「PAT-Transer」 を活用 す る企業が増加 してい ます。

2.PAT-Transerの 特徴

(1)英 語学 ・特許英文知識 と情報処理技術 との融合

 社外の実務翻訳家のサポー トを得て、特許英文知識、特許和文知識、英語学、実務翻訳知識 を、辞書と

翻訳エ ンジンに組み込みました。

(2)テ キス ト処理の自動化を実現

 原文に対 して、前処理を自動的に行います。ユーザがカスタマイズする事も可能です。前処理では、訳

文に対 して、特許独特の表記や用語に自動的に置き換えます。

(3)翻 訳資産を生かす対訳データベース機能

(4)HTMLISGMLフ ァイル対応

3.特 許文用の前処理と後処理

PAT-Transerは 、独自の前処理機能を備えています。

前処理 された特許文は、翻訳 フェーズへ進み、後処理で訳文が生成されます。

特許英文、特許和文 ともにそれぞれの特長にあわせた処理が行われます。

●前処理の主な内容

(1)自 動文分割

  長文を適切な箇所で自動分割すると同時に、正しく構文を解析するために適当な語句を補います。

(2)単 語の置換

  特許独特の言い回しに対応するために、一部の単語 を置換処理 します。
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(3)特 許訳例反映

 慣 用文 を訳例 フ ァイル"patent.out"に 登 録 してお くと、一致 した原 文があれば、訳文 に置 き換 え ます。

ユーザ が自由に訳例 ファイルを追加 ・削除する事がで きます。

(4)タ イ トル、箇条書 き、ク レーム文 の判定(英 日の場 合)

 読み込み時の解析 で、 タイ トル文 、箇条 書 き、 クレーム文 と して判断 された 文は、文番号 が赤 で表示 さ

れ ます。

 ク レーム文 は、名 詞句 として訳 され ます。

●後処理の主 な内容

(1)書 誌 的事項 を特許明細書 の形式 に従 って表記 します 。 (英 日のみ)

[11]Patent Number  [ll]【特 許番号】

[45]Date of Patent  [45]【特 許発行 日】

[54]Title      [54]【発 明の名称】

(2)機 械 翻訳 され た訳文 を、 よ り自然 な文 に修 正 します 。

4.従 来 の 翻 訳 ソ フ ト とPAT-Traserに よ る翻 訳 例

(1)汎 用 翻 訳 ソ フ トに よ る 翻 訳 結 果(英 → 日)

● 原 文

Iclaim:Amethod of operating a computer system having a processor, a memory, a nonvolatile storage, text entry

means, pointer positioning means, execute key means, display means and means for displaying multiple windows,

comprising the steps of

● 訳 文

私 は 、 要 求 す る:

プ ロ セ ッ サ 、 記 憶 、 不 揮 発 性 記 憶 装 置 、 エ ン ト リが 意 味 す る テ キ ス ト、 位 置 決 め が 意 味 す る ポ イ ン タ ー を 持

っ て い る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を操 作 す る 方 法 は 、 重 要 な 手 段(複 数 の ウ ィ ン ドウ を表 示 す る た め の デ ィ

ス プ レ イ手 段 と手 段)を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 む の:

●PAT-Transerlej使 用 自 動 前 処 理 さ れ た 原 文(↓ は 文 切 り の 意 味)

1claim:1Amethod of operating a computer system having l

the following:↓ ← 自動 的 に フ レ ー ズ を 補 う

aprocessor, 1

amemory,1

anonvolatile storage, 1

text entry meanS,↓

pointer positioning means,1

execute key means,1

display means l

and means for displaying multiple windows, j

comprising the steps of:1

● 翻 訳 実 行 後 、 後 処 理 した 結 果

【特 許 請 求 の 範 囲 】

以 下 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を 作 動 す る 方 法:

プ ロ セ ッ サ 、

メ モ リ 、
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不揮発性記憶装置 、

テキス ト・エ ン トリ手段 、

ポ インタ位置決 め手段 、

重要 な手段 を実行す る、

デ ィスプレイ手段、

そ して、多数の ウイ ン ドウを表示するための手段

上記は、次 のス テ ップか ら成 る:

(2)汎 用 翻 訳 ソ フ ト に よ る 翻 訳 結 果(日 → 英)

● 原 文

【特 許 請 求 の 範 囲 】

【請 求 項2】

前 記PWM信 号 は ア ナ ロ グ信 号 変 換 手 段 に 入 力 さ れ 、 ア ナ ロ グ信 号 に 変 換 さ れ た 後 前 記 比 較 器 に 入 力 さ れ る

よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項1記 載 の 温 度 制 御 回 路 。

● 訳 文

[claim]

[claim 2]Atemperature control circuit of a claim I mention to be characterized by what was input into the

description of with the front side back comparison device that the PWM signal mentioned above is input into an analog

signal conversion means, and was converted into an analog signal.

●PAT‐Transer/jeを 使 用 自 動 前 処 理 さ れ た 原 文

【特 許 請 求 の 範 囲 】

2.               ← 請 求 項 の 連 番

温 度 制 御 回 路;       ← 語 句 の 入 れ 替 え

according to claim 1,wherein;     ← 語 句 の 挿 入

$ 揃 記}PWM信 号 は ア ナ ロ グ 信 号 変 換 手 段 に 入 力 さ れ 、 ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ た 後$ 揃 記1比 較 器

に 入 力 さ れ る 。

$ 揃 言zl ←特許特有の語の処理

● 翻 訳 実 行 後 、 後 処 理 し た 結 果

WHAT IS CLAIMED IS

2

Atemperature control circuit;

according to claim 1,wherein

said PWM signal is input into an analog signal changing means, after was converted into an analog signal, is input by

said comparator.

5.対 訳データベース機能 と 「特許用対訳データベース」

 業務で翻訳を行 う場合、過去の翻訳結果や定型文などの 「翻訳資産」 を参照活用 して行います。これと同

じことをコンピュータ上で行 うソフトが注目されてお り、翻訳業界で 「翻訳メモリ」とよばれています。デ

ータベースに原文 ・訳文の対訳の例文を蓄積 し、それを検索 しながら翻訳 を行います。市販されている 「翻

訳メモリ」のソフ トのほとんどは、 「参照」するだけです。当社の 「対訳データベース」機能は、検索 ・参

照だけでな く、翻訳まで行います。業務用 トランサーシリーズ独自の機能です。文型一致文で 「変数」部分
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を、 「機械翻訳」で補 うもので、 「機械翻訳(Machine Translation)」 と 「翻訳 メモ リ(Translation Memory)」(対

訳デー タベー ス機能)と の統合翻訳 ソフ トです。特 に慣用的 な表現の翻訳 に有効 で、定型文や改訂版の翻訳

に利用 され ます。購入 したその 日か ら即、翻訳 に使用す る事がで き ます。

 PAT-Transerに は 、特許用 の定 型文約2,200例 の 対訳 デー タベ ースが搭載 され てい ます。ユ ーザ が、独 自

の対訳デー タベー スを作成 して 、カス タマ イズす る事 も可能です。表計算 ソフ トなどで作成 した翻訳資 産を

その まま、ユ ーザ 対訳 デー タベ ース として活 用で きます。

●図1 対訳DB登 録の例

蜘 丑 闘 一F'AT-Trdll.ピ1!ビ ド 。.r_.r:3[1

、灘灘笙 ∴欝欝 讃灘 聾鍵総鍍雛 藻 慧 懸購 購 ㎜

礪 懸1繋 量,懇 繍醸耀 蕪癬 灘講
稀1†ls〈$1・an・ †her・blec† 〉 。††he prese・ ↑invents・ ・ ↑・pr・vl。e

騰 〈$2・some+hing>.
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蒸

鰍

唱一!

明 の 〈$1=の 目 ・〉は 、 〈$2ニdに 、〉 是,、 る こ で る 。

盗盤翻蓮蛙滋鐡

●図2 翻訳例

6.製 品 とお問 い合 わせ先

●製 品名 と価格

 PAT‐Transer for Windows 398,㎜ 円(税 別)

 監 修: 佐 良 木 昌

●製 品構成

特 許用英 日翻訳 ソフ トPAT-Transerlej

特 許 用 日英翻 訳 ソフ トPAT-Transer/je

英 日用22分 野 専 門語辞 書、 日英用22分 野専門語辞書

コ ンピュー タ10万 語、機械工学7.5万 語 、電気 ・電子8万 語 、医療 ・医学10万 語、化学9.5万 語 、 バイオテ ク

ノロ ジー5万 語、 ビジネス5万 語、数学 ・物理7万 語、地球環境3万 語 、金属2.2万 語 、海洋 ・船舶1.2万 語 、
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航 空 ・宇宙1.6万 語 、土木 ・建築2,7万 語 、原 子力 ・エ ネルギー1.5万 語 、防衛5千 語 、法律4万 語、金融6.5

万語 、貿易2万 語、 プラ ン ト7.5万 語 、JIS工 業 用語5万 語、 自動車工学1万 語 、光1二学3千 語

● 開 発 ・販 売 株 式 会 社 ノ ヴ ァ

   TEL O3-5287-7570

   http://www.nova.co.jp/

鷺務局潜畿鰯

AAMT会 員による著書 のご紹 介(2)

● 「インターネットで日本語はどうなるか」

    著者: 西垣 通  (東京大学 教授)

        ジョナサ ン・ルイス (東京電機大学 助教授)

【概要】21世 紀にいかなる言語が広が り、あるいは消えていくのか。多言語情報処理や機械翻訳の現状

   を紹介 し、英語公用語化の評価 も含めて、IT時 代の言葉の行方を探る。文化論をふまえた技

   術論。

   発行: 岩波書店 2001年3月26日  定価:2,100円

● 「刺客(テ ロリス ト)の 青い花」

    著者: 西垣 通  (東京大学 教授)

【概要】遺伝子操作 による不幸な犠牲者がうろつ く近未来の要塞島 「海の植民地」に、 一人の記憶喪失

   の男がたたずんでいる。そのクローン兄弟である天才的テロリス トは、少数民族の娘 とのふし

   ぎな選遁によって、果たして自分のアイデンティテ ィを見出すことができるのか。

   発行: 河出書房新社  定価:2,100円
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繍 働撒11

英 日 ・翻訳 ソフ ト

ATLAS V7

富士通株式会社

1.は じめに

 発 売以来好評 をいただいてお ります英日 ・日英翻訳 ソ

フト 「ATLAS」 をV7に バ ージョンア ップいたしました。

 新 製品の 「ATLAS V 7」 は、最新の時事用語、基本訳

例増強のほかに、翻訳する文書に適 した 「翻訳環境設定

機能」、単語の意味 と用例 を素早 く検索で きる 「電子辞書

機能」が加わり、翻訳品質 と作業効率をさらに高めるこ

とができます。

2.機 能

業界最高水準の翻訳品質

 ATLASは 、構文と単語の意味素性か ら文章の意味 を理

解する 「意味処理方式」と、翻訳例を参照して翻訳する

「コーパ ス方式」の2つ の方式を用 いて翻訳 します。

ATLAS V 7で は辞書をさらに強化しました。
・基本用語追加

 時事用語、固有名詞などを3万 語追加 し、従来 の23万

 語から26万 語 にな りました。最新のニュース記事 も適

 切に訳 します。
・基本訳例追加

 基本訳例を3万 文追加 し、日英5万 文、英 日8万 文に

 な りました。一層、柔らかい表現での翻訳が可能 とな

 りました。ユーザ独自の訳例も登録で きます。

翻訳環境

 「翻訳環境」は、辞書や訳文スタイルの設定を行 うも

ので、辞書や訳文ス タイルのさまざまな設定を、簡単な

操作で一度に変更することがで きます。ATLAS V7で は、

あらかじめ 「論文」「手紙」「マニュアル」など9種 類の翻

訳環境を用意しました。翻訳の用途に合わせて選ぶだけ

で、より的確な翻訳結果を得ることができます。

「電子辞書」が加わ りました。32万 語の語彙と豊富な用

例を収録 しています。対訳エデ ィタで編集中の単語 も素

早 く調べることがで きます。

出典 英和電子辞書(株 式会社学習研究社)

   用例付類語電子辞書(株 式会社学習研究社)

   BBI英 和連語活用辞典(丸 善株式会社)

   日本語基本辞書IPAL

          (情報処理振興協会技術センター)
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電子辞書

Microsoft Office連 携

 実 務 で 頻 繁 に使 わ れ る 各 種 ワ ー プ ロ ソ フ トやMicrosoft

社 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン(Word、 Excel、 PowerPoint)と の

連 携 機 能 を強 化 し ま した 。 そ れ ぞ れ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン

か ら直接 翻 訳 す る こ とが で き、 文 書 の レ イ ア ウ トも保 持

され る ため 、 効 率 よ く作 業 を進 め る こ とが で き ます 。
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電子辞書

 翻訳用の辞書 とは別に、単語の意味や用例 を参照する
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MS-Office連 携 翻 訳(英 日翻 訳 の例)
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ホームページ翻訳

 イ ンターネット上のWebペ ー ジはレイアウ トをそのま

ま保存 して翻訳 します。従来の英文ページの英日翻訳に

加え、日本語ページの日英翻訳にも対応 しました。
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ホームページ翻訳(英 日翻訳の例)

書 データも5分 野227万 語 を収録 しています。

専門用語辞書一覧

1.情 報処理

2.電 気 ・電r

3.物 理 ・原 子力

4.機 械

5.工 業化 学

6.プ ラ ン ト

7,止 木 ・建 築

8.金 属

9.地 学 ・天 文

10.輸 送

11,白 動 車

12.軍 事

13.農 林水産

134,000語

91,000語

165,000語

75,000語

128,000語

 111語

51,000語

43,000語

・'111語

59,000語

41,000語

24,∞0語

62,000語

14.生 物

15.[【 タミノ≠]'匪こイヒ',t:

16.[1タミ2≠】薬'≠

17.[医 学1解 剖学

18.[医 学]疾 患 ・症状

19.[医 学]精神医学

20,[医 学]医療機器

21.金 融 ・経 済

22.法 律

23.ビ ジ ネ ス

24.人 名 ・地 名

25.環 境

153,000語

141,000r言 吾

61,000語

52,000語

169,0006吾

28,000語

51,000語

52,000,.,';

7,000語

130,000語

203,000語

31,000語

さらに充実した対訳エディタ

 翻訳結果を確認 しなが らより確度の高い翻訳結果をア

ウ トプットするための機能を搭載 しています。ATLAS V

7で は以下の機能を追加 しました。
・翻訳環境

 翻 訳する文書に合わせて9種 類のスタイルから選べる

 ほか、利用者が定義することもできます。
・電子辞書検索

 単 語の意味 を調べ たいとき、マウスの右 クリックで直

 接 呼び出すことがで きます。
・Office文 書の読み込み

 Office文 書 を直接読み込むことができます。

フ ア イ ル翻 訳

 ATLAS V 7で は、 テ キ ス トフ ァ イル やMicrosoft Office

の フ ァ イ ル だ け で な く、HTML形 式 の フ ァ イ ル に も対 応

し ま した 。 さ ら に 、 翻 訳 す る文 書 に 合 わせ て9種 類 の 翻

訳 環 境 を適 用 す る こ とが で き ます 。

3.動 作 環 境

動 作OS   'Windows Me/98/95/2000/NT4.0

必 要 メ モ リ  :32MB以 上(OS含 む)

デ ィス ク容 量  130MB以 上(EJとJEは110MB)

4.価 格(税 別)

ATLAS EJ V 7

ATLAS JE V 7

ATLAS翻 訳 ダブ ル パ ッ クV7

ATLAS専 門用 語辞 書 フ リー パ ッ クV7

58,000円

58,000円

88,000円

78,000円

既 に 「ATLAS」 の 旧 版 を お持 ち の お 客 様 に は 、 下 記 の

とお り、 バ ー ジ ョン ア ップ キ ッ トを販 売 い た し ます 。

ATLAS Eコバ ー ジ ョ ン ア ッ プキ ッ トV7.0

 対 象 製 品:ATLAS EJ V 1～V6

ATLAS JEバ ー ジ ョ ン ア ッ プキ ッ トV7.0

 対 象 製 品:ATLAS JE V 1-V 6

20,000円

20,000円

ATLAS翻 訳 ダプ ルパックバ ージョンアップキットV7.038,500円

 対 象 製 品:ATLAS翻 訳 ダブ ルパ ッ クV4-V 6

      ATLAS EJ&JE V 4-V6

ATLAS翻 訳 ダブ ルパ ックグレードアップ キットV7.0 52,800円

 対 象 製 品:ATLAS EコVl～V7/ATLAS JE V l～V7

ATLAS専 門用 語 辞 書

フリーパ ックバ ー ジョンアップ キットV7.0      33,000円

 対 象 製 品:ATLAS専 門 用 語 辞 書 フリーパ ックV5～V6

ファイル翻訳

専門用語辞書

 従来の専門用語辞書に83万 語の用語 を追加 し、25分 野

で208万 語 となりました。

 また、ATLAS V 7本 体 の 「電子辞書」用の専門用語辞

■ お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社

ビ ジ ネ ス統 括 部 マ ー ケ テ ィン グ推 進 部

〒100-8143千 代 田 区 大 手 町2-6-2日 本 ビ ルヂ ン グ

TEL :03-3548-3795

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00-17:00(土 日祝 日除 く)

URL:http:〃www.fuji[su.co.jp/jp/soft/atlas
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灘弱鞭 繊紹鎌

Webベ ー スの翻訳 システム

  tr@nslingo
   (ト ラ ンスリンゴ)

富士通株式会社

1,は じめ に

tr@nslingo(ト ラ ンス リ ン ゴ)は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト技 術

を 利 用 して 、 イ ン トラ ネ ッ ト内 の サ ー バ で 翻 訳 を 行 う 新

しい タ イ プ の 翻 訳 シ ス テ ム で す 。 翻 訳 は 、 サ ー バ で 行 う

の で 、 イ ン トラ ネ ッ ト内 の ど こ か ら で も気 軽 に 自動 翻 訳

を利 用 す る こ とが で きま す 。

(2)MS一 ㎝ice連 携 翻 訳

 Microsoft Word、 Excel、 PowerPointの 画面 上 で 翻訳 し ま

す 。 英 文 資 料 の 読 解 や 英 文 資 料 の 作 成 が 簡 単 に で き ます 。

ケ酬 ■

Ir畑r戯

騨

翻訳サーバ

微 漁 邸s2000)

システム構成図

 さらに、ATLAS翻 訳エ ンジンを利用 した高い翻訳品質

とマルチCPUの 並 列処理による高速翻訳 を実現 していま

す。加えて、オプションとして提供する25分 野208万 語の

専門用語辞書と企業ごとに独 自の辞書を共有することに

より、翻訳文の用語の統一が図られ、適切な翻訳で情報

の共有化を進めることができます。

 tr@nslingoは 、ますますグローバル化とスピー ド化が要

求されるこれからのビジネスを強力にサポー トします。

2.機 能

(1)ホ ー ム ペ ー ジ 翻訳

 Microsoft Internet Explorer5.01ま た はMicrosoft Internet

Explorers.5の ブ ラ ウザ 上 に表 示 され たWebペ ー ジ を 翻 訳

します 。 海 外情 報 の 収 集 に役 立 ち ます 。

MS-Office連 携 翻 訳(日 英 翻 訳 の例)

㈲ メ ール 翻 訳

 tr@nslingoサ ーバ に メ ー ル を 送 る と、 メー ル 本 文 が 翻 訳

さ れ て 返 信 され ます 。 また 、 テ キ ス ト フ ァ イ ル、HTML

フ ァ イル やMicrosoft Word、 Excel、 PowerPointで 作 成 され

た フ ァ イ ル を 添 付 す る と 、 こ れ ら の フ ァ イ ル も翻 訳 さ れ

ます 。
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ホームページ翻訳(英 日翻訳の例)
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メール翻訳(英日翻訳の例)

(4)ク リッ プ ボ ー ド翻 訳

 ク リ ップ ボ ー ドに コ ピ ー し た テ キ ス トを 翻 訳 しま す 。

あ らゆ る ア プ リケ ー シ ョ ンか ら利 用 可 能 で す 。
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⑤ 対 訳表示

 原文と訳文を1文 ずつ左右に対比 しなが ら翻訳 します。

原文と訳文の対応 を取ることができ、翻訳の確認作業が

軽減されます。

羅. ・灘1灘 翻
  働 働1

(2)tr@nslingo専 門用語辞書サーバ

 25分 野208万 語 の辞書で、専門性の高い文書も的確に翻

訳します。

㈱ 憂煕

対訳表示

潔
鰹

⑥ 辞書の共有

 専 門用語辞書 と企業独 自に作成 した辞書を利用者間で

共有することにより、高い品質の翻訳結果を得ることが

で きます。翻訳時に使用する辞書は、利用者毎、翻訳単

位毎に取 り替えることができます。

              灘繍購騰羅羅

       懸'      灘   ;;C;:i騰轟
   、・:ミ聴....           '瞬......、      '鰯..

::Yrrl:@鉾 貰 慰 寒 鰹 ン ・・'し

〉,≡:1踏賠 壌 盗 錠.
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6梱陰 で瑠叡 町嘗で,r

㈲ ホームページ翻訳利用ライセンス

 クラインアン トに英 日/日 英双方向のホームページ翻

訳機能を提供 します。

(4)ア ドバ ン ス ド翻 訳 利 用 ラ イ セ ン ス

 ク ラ イ ア ン トに英 日/日 英 双 方 向 のMS‐Office連 携 翻

訳 、 メー ル 翻 訳 、 ク リ ップ ボ ー ド翻 訳 、 対 訳 表 示 機 能 を

提 供 し ます 。

(5)専 門用詰辞書利用ライセンス

 クライアントに専門用語辞書の利用権を提供 します。

4.サ ポート&サ ービス

(1>シ ステムスター トアップサービス

[構成設計]

 お客様 のネ ットワーク構成と翻訳需要(内 容 と量)か

ら最適のシステム設計 をします。

[イ ンス トール]

 Webサ ーバ、メールサーバおよび負荷分散要件にそっ

たシステム構築をします。加えて、管理機能の利 用方法

を教育 します。

(2) SupportDesk

 翻 訳 エ ン ジ ン と辞 書 の 更 新 を 定 期 的(3-4ヶ 月 に1

回)に 実 施 し、 製 品 の 使 用 方 法 な どの 問 い 合 わ せ に お 応

え い た し ます 。 ま た 、 レベ ル ア ッ プ ・バ ー ジ ョ ン ア ッ プ

版 を無 償 で 提 供 し ます 。

「.n糊 触組 「 ・17電弧・電子 「。1糊颯・肝 刀  「1艘 蕨   「

F総Fl;::A・E°Fl::::.虚 ト:T・A天交F
E'『ne)fiTITTI F'nn TapTI r"㈹隆学咳甚・置脚 「 匿サ儲神匿勃 「

臣 ・譜 唖渦r一 ㈱朗   r既 ジiA  「 槽 胱  「凹
「諾団   「温5   「6。    「シスt4

遡 魎 醐

星重  籔 ユ

⊥吊化零

輪謹

藍零`霊「し零P

匠刊三優圏",

耀糎

藤' .灘 濤 '"騰 織 .  '欝 蟻簸, %:tia

専門用語辞書の設定

3.製 品構成

(1)tg@nslingo(翻 訳 サーバ)

 日英 ・英 日双方向の翻訳を します。分散処理、並列処

理により、大量の翻訳依頼を受けることができます。

5.動 作環 境

(1)サ ー バ

OS  :Windows 2000 Server

メモ リ:768MB以 上

(2)ク ラ イ ア ン ト

OS   :●Windows Me/98/95/2000/NT4.0

メモ リ :16MB以 上

■ お 問 い 合 わ せ 先

富士 通 株 式 会 社

ビ ジ ネ ス統 括 部 マ ー ケ テ ィ ン グ推 進 部

〒100ト8143千 代 田 区大 手 町2-6…2日 本 ビル ヂ ン グ

TEL:03-3548-3795

受付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00

     (土 日祝 日除 く)

lU趾 ・h・・p・〃www.・ ・an・且i・g・.・・ml
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新製品紹撫

普及価 格の オールインワ ンタイプ英 日/日 英翻訳 ソフ ト

「お まか せ 翻 訳V1.0」

株式会社 東芝

1.は じめ に

 東芝 は、ホームペー ジや メールのほかWord文 書

の翻訳 など使用頻度が高い機能 に特化す る とともに

普及価格 を実現 した 「お まかせ 翻訳V1.0」 の 発売

を、11月24日 に開始い た しま した。

 お まかせ翻訳V1.0は 、 当社の 高機 能翻訳 ソフ ト

「The翻 訳 」 シ リーズの機能 の 中か ら、パ ー ソナル

ユース として使用頻度の高 い機能 を厳選 し、価格 を

抑 え ました。 さらに、これ らの機能 を より使 い易 く

するために、趣味の世界 に合 わせ た辞書 を充実 させ

る とともに三省堂のエ クシー ド英和 ・和 英辞典、音

声入出力機能 や英 文 レター作成文例集 な どを標準搭

載 したコス トパフ ォーマ ンスに優 れた翻訳 ソフ トで

す。

2.主 な機能

 (1)ホ ームペ ージ翻訳

 ホ ームペ ージの 閲覧 中に翻訳 ボ タンを押 せば即 座

に翻訳 を実行 します。翻訳 された訳 が適切で ない場

合は、ブラウザ画面 に表示 される学 習ボ タンを押 し

他 の訳語 を選ぶ と、次 回か らの翻訳 に反映 され ます。

なお、Internet Exp且orer 5.0/5.5に は インス トール時

に翻訳 ボ タンが組み こまれ ます。

 (2)ワ ー プロ翻訳

 Word 95/97/98/2㎜ に 翻訳 ボ タ ンが 自動 的 に組

み こまれ、指定 した範囲の翻訳や 、元の レイア ウ ト

情 報 を保持 した ま ま(*Uで の 文 書全 体 の翻訳 が 可能

です。 また、訳語の学習 もで き、繰 り返す こ とによ

って翻訳結 果の精度 が向上(s2)し ます。 また 、 Word

の ほ か に 一一太郎 では指定 した範囲の翻訳が 可能 です。

 ③ メ ール/ニ ュース翻訳

 受信 した メー ルやニ ュース を翻訳 した り、POP 3

サ ー バ を使 用 してい る場合 には、 メールを受信 す る

際 に同時 に自動判別 ・翻訳 を行 うこ とも可能です。

メールの 自動翻訳は英文 メー ルの受信 が多い方 には

便利な機能です。

 (4)翻 訳 ジ ャンル設定

 趣味 の分野の単語 を集めた辞書 を用意 し、 シ ョッ

ピング、オー クシ ョン、エ ンターテ イメン ト、スポー

ツ、 トラベル、 キャ ンパ スライフ、カルチ ャー、 一

般 の8分 野か ら、 メニ ューで選択す るだけでその ジ

ヤンルの翻訳 に適 した翻訳環境の設定 が行 われ ます。

 (5)豊 富な辞書語彙数

 英日25万語、日英20万 語の辞書を備えているうえ、

The翻 訳シリーズで採用 している高度な翻訳システ

ムを搭載 しているので高い翻訳品質が得 られます。

 (6)エ クシー ド英和 ・和英辞典を標準搭載

 コンピュータやビジネスなど現代生活に関する語

彙が豊富な三省堂のエクシー ド英和 ・和英辞典を標

準搭載 しました。直接入力 した単語の検索やクイッ

ク翻訳の単語翻訳モー ドでの検索がで きます。また

単語のほか熟語などの関連情報も備えており、手元

の辞書 をひ くような感覚で使 えます。

図l IE 5と 翻 訳 メニュー、翻訳 ボ タン
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OutLook●Express 4.0/5.0,

Microsoft●Outlook●97/98/2000

[ntemet Explorer 5.0～5.5、

Ne[scape Navigator 4.0,-4.7x,

Netscape Messenger 4.0～4.7x、

ViaVoice98/ミ レ ニ ア ム

図2 エクシー ド辞典表示画面

● 製 品 情 報URL

 h[tp://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

● カ タ ロ グ ご 請 求 先URL

 hops://www3.toshiba.co.jp/

    cn3/shiryou_req/astransacctlg.htm

 ⑦ 対 訳画面 で音声入 出力

 音 声 システ ム( 3)を イ ンス トー ルす るこ とに よっ

て、音声での入力や入力 した新規 文書、テ キス トフ

ァイル、 メールな どの翻訳結 果の読み上げが可能 に

な ります。

 ⑧ 英文作成テンプレー ト集の搭載

 11ス タイル、6,㎜ 以上の英文穴あき文例集をテ

ンプレー トとして用意 しています。空欄部分に必要

な言葉をはめこめば、英文 レターが簡単に完成しま

す。完成したレターは新規メールとして送信 したり、

Wordの 文書 として保存することができます。

3.動 作 環境(全 て 日本語版)

〈ハ ー ドウエア 〉

 対 象機種:PCIAT互 換 機 、 PC98シ リーズ

 CPU:Pentium⑪ 以 上推奨/CerelonTM以 上推 奨

 メ モ リ:32MB以 上(OS使 用 分 は除 く。NT/2㎜

     の 場 合は48MB以 上 。音 声入 力使 用時 に

     は64MB以 上推 奨。)

 デ ィスク:最 小100MB～ フ ルイ ンス トール210MB

(*1)復 元 で きない情報 もあ ります。

(*2)単 語 や文 の構成 に よっては向上 しない場 合

   もあ ります。

(*3)日 本 語の 入出力 には同梱 の東芝音 声 システ

   ム か 別売 のIBM社 のViaVoice、 英 語 の 入

   出 力 に は 同 梱 のMicrosoft社 のText‐to‐

   Speech、 Speech Recognition Engineの イ ン

   ス トールが必要です。

●Microsoft, Windows, Windows NT, Outlookは 米 国

 マ イ クロ ソフ ト社の米国 ならびにその他の 国にお

 け る登録 商標 です。

●PentiumはIntel Corporationの 登 録商標です。

●CeleronはIntel Corporationの 商 標です。

●エ クシー ド英和 ・和英辞典は、株式会社 三省堂

 よ りラ イセ ンス提 供 を受けてい ます。

●The翻 訳 、お まかせ 翻訳は、株式 会社東 芝の 商標

です。

●その他の名称 は、各社 の商標、登録商標 の場合が

あ ります。

<os>

 日 本 語Windows●95+IE4.0以 上

 日 本 語Windows●98/98 Second Edition

 日 本 語Windows●IVIe

 日 本 語Windows②2000 Pro免ssiona1

<対 象 ソフ ト>

 Word 95/97/98/2㎜ 、 一太郎8/9/10、
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新製品繊舜

英 日自動辞書引 き/翻 訳支援 ソフト

マウスで翻訳S

桜 希芳  (隈元芳一 AAMT会 員

1.は じめに

 「マウスで翻訳S」 は、英語を日本語へ自動的に

辞書引きし、表示された対訳をマウスでクリックし

て翻訳するソフ トです。

 マウスだけでほとんどの操作ができ、キーボー ド

入力が苦手な方でも気軽に使えます。

 文法は解析せず、英文と訳語が上下に並べて表示

されるので、英語と日本語の対応が一目でわかりま

す。

 英語の学び始めからプロの翻訳まで、英語に関心

のある方すべてに役立つ機能満載です。

[英語の学習]

 辞書引きは 「マウスで翻訳S」 に任せて、沢山の

英文を読んでみてください。

 気楽に英文に親しむうちに、英語力が身につ くこ

とでしょう。

 また、対訳の英文 と訳語を交互に隠す機能も学習

に効果的です。

や英語を入力することもできます。

・ 「入力ウィンドウ」の[よ く使 う言葉]と[単 漢

字]に 好きな言葉を追加できます。頻繁に使 う言

葉を登録すると便利です。

          巴    4

一 寂 のtript°Spain in this sumne「wasfCoたS° ても

鵬 セ上.l Q
 ㎞ I   waIked    In the park ,  1   而et    my             私 は 会

一うた 私の一 時 仏 は 散歩_し た で_ 公園 、

old friend.

古_い 友人 。

この夏のスベイン1

懇

[プ ロの翻訳]

 気 をつけていて も、単語 の見落 と しは起 こ りが ち

です。

 「マ ウスで翻 訳S」 の訳 もれチ ェ ック、訳語の統

一
、その他 さまざまな機 能が迅速で正確 な翻訳 を実

現 します。

2.お もな機能

■自動辞書引き

・英文全体、または指定 した範囲をまとめて高速に

 辞書引きできます。
・第1・ 第2辞 書の優先指定ができます。

■辞書引 き

・英文 または対訳 の単語 を クリックするだけで辞書

 引 きで きます。

・熟語 も引 けます。

駈1  1 ・… …鷲 冨 一].罪 …

waiderfuI
すば らし いl

of、楠 戦 ・intheparkZ_u●
古_い 友人 。

 I   was    very   F

=私 は だ った とても,

露 冠 ・ 蟹

この夏のスペイン
walked[過]

散歩 一す る

歩_く
粟5鮒 鱒 劉

■マ ウスで文字入力 と文章の編集

・対訳の訳語 をクリックす るだけで、翻訳画面 に文

 章 を入力で きます。

・ 「入力 ウ ィン ドウ」の文字 をク リックして 日本語

■辞書の編集、保存

・単語、熟語、訳語の追加 もマウスで簡単にできま

 す。
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・第2辞 書を作成 して、専門用語辞書の編集 もでき

ます。

■訳 もれチ ェック

・[訳 語にマー ク]で 、翻訳 に使用済みの訳語 がす

 ぐわか ります。

・[未 使 用訳語の検索]で 、訳 してい ない単語 をチ

 ェ ックで きます。

■訳 語の統 一

・[自 動 辞書 引 き優先 訳語]で 、 自動辞書引 きのた

 び に同 じ訳 語 を使用 で きます。

・訳語 の学習機能 もあ ります。

・a,theな ど を訳 さない単語 に設定すれば、対訳が

 す っ きり見やす くな ります。

■語 尾 「です ・ます/だ ・である」の統 一

・自動辞書引 きの前に語尾 を指 定す ると
、対訳の語

 尾 を統 一で きます。

■字数と原稿用紙の枚数カウント

・英文と翻訳文の字数を計算できます(指 定 した範

 囲または全体)。

・原稿 用紙の字数 をセ ッ トすれ ば、合計枚数 を計算

で きます。

■単位の換算

・数量や金額を入力するだけで、

 できます。

日本の単位に換算

■全角→半 角。半角→全角。 まとめて変換

・全角 または半角、 どちらか に統一一する場合便利で

 す 。

3.動 作 環境 ・価格

OS  Windows95,98(日 本 語版)

 メモ リ 32MB以 上

HDD  約7MB

 フ ァ イルサ イズ(ダ ウンロー ド時) 約3MB

価 格  2,000円(税 別)

【お 問 い 合 わ せ ・販 売 方 法 】

製 作: 桜 希 芳

    trsoft@mue.biglobe.ne.jp

マ ウ ス で 翻 訳S公 式 ペ ー ジ

    http://homepage l.nifty.com/tr/mouse/

導務漏凌隷 軽

AAMT会 員による著書のご紹介(3)

● 「技術 翻訳 のための インター ネ ッ ト活用法」 ISBN-621-04876-7 C2040

    著 者: 安 藤 進  (青 山 学院大学 非 常勤講師)

【概要】インターネットそのものを巨大な生きた活用辞典 として利用するノウハウ、 さまざまな検

   索エンジンの利用法、通 じる英語を書 くためのヒントなどが、実例 に基づいてわか りやす

く解説 されている。

発行: 丸善 2001年3月23日  定価: 1,800円
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滋嫉会篠投精

イギ リスにおけるMTと 教育について

ウオルバーハ ンプ トン大学非常勤講師、エプソンテルフォー ド翻訳 ・通訳担当

                          AAMT会 員 宮澤織枝

はじめに ウオルバーハンプ トン大 MT授 業について

 今回は私が昨年(99/00 セメスター1)と 今年

度(00/01)受 け持ちましたイギリス中西部にあ り

ます、ウオルバーハンプ トン大学の語学、社会学部

における言語専攻学生向けの機械翻訳(MT)の 授

業を主に報告 させていただきたい と思います。

 それでは、まず欧州における機械翻訳の現状につ

いて簡単に説明させていただきます。

政府団体、企業について

 欧州におきましては、多言語を話す という現実を

ふまえ、機械翻訳 ソフトウエアが比較的早くから政

府関連機関によって使用 されています。その代表が

シス トランという名の機械翻訳システムで、1976年

よりEUに て使用されてお ります。また翻訳メモリ

ー(TM)の 使用、制限言語(CL)の 使用 も盛んで、

政府機関だけでなくヨーロッパの多くの企業が言語

政策には予算をかなりとっていることがわかります。

例えば電化製品、食品、文房具、化粧品などの多く

が5、6力 国語表記の個装箱または説明書付 きとな

っており(品 物によっては22ヶ国語)、多言語マーケ

ットを肌で感 じることができます。欧州ではビジネ

スをするにしてもまず言語の壁がありますので機械

翻訳が一般企業などで使用される割合はかなり高く、

ヨーロッパ言語の類似性などからして もある程度の

質の翻訳が得られるという認識は高まってお ります。

  また、近年ではTMの 人気が高 く、企業では過

去の翻訳文をデータベース化する動きも活発です。

 余談ではあ りますが、ヨーロッパ各国において英

語教育は著 しく発達 し、EU圏 内での労働者の動 き

も活発です。それゆえ2力 国語、3力 国語を操る人

材の絶対数が多 く、多国語を必要とするビジネス環

境 と同時に人材 も豊富にいるということです。この

辺 りは日本 とは環境が違うと言わざるをえません。

大学での取 り組み

 前年度秋学期、私は担当指導教官であるミトコフ

教授のサバテイカル休暇にともない、機械翻訳の12

回コースを受け持つことになりました。授業は12月

に終了、1月 には前期の試験が行なわれます。また、

本年度も数回授業を持たせていただきました。

 この講義は語学専攻の学生向けですので、ソフト

の内部を詳 しく解析するとい うことはせず、どちら

かといえば将来のユーザーの立場 という観点で授業

を進めてお ります。学生たちの大部分がMTの 授業

を受ける前年度に、自分が専攻するヨーロッパ言語

が母国語として使用 されている国にあります大学で

の交換留学生制度を利用 して1年 間外国で過ごして

いますので、このクラスではMTを 含め翻訳 に関す

る関心の高い者ばか りで、授業は非常にや り易 く、

私にも代役が務められました。主に使用 した教科書

はヨーロッパで著名なMT研 究者アーノル ド先生、

サマーズ先生らがお書 きになったMT入 門書2冊 を

使用いた しました。 これ らはUMIST(マ ンチェス

ター工科大)で のMTの 授業にも使用 されており、

入門書としては多 くの研究者、教育者に指示されて

いるものです。

 まず は、MTの 生 まれた背景 、歴史か ら入 り、MT

と は どうい うものか を講義 とワー ク シ ョ ップで の

MT体 験 を通 じて学 び ます。 また、 ヨー ロ ッパ では

シス トランの無料体験翻訳 ウェブペ ージが開かれて

お り、 (も ちろん全世界 にて閲覧、使用可)こ れ を

講義(2時 間)の 後の ワー クシ ョップ(コ ンピュー

タラボにて1時 間)で 利用、学生 たちに使 わせ 、講

義 や教科書 な どで読ん だことを実際 に自分 の 目で確

かめ させ た り、 自分 な りに新 しいこ とを発 見 させ た

りします。当学部の コ ンピュー タラボは ウイン ドウ

ズ98で 学 生一 人に一台割 り当て られます 。 グローバ
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ル リンクの ランゲー ジアシス タン トとい う翻訳 ソフ

トが各PCに イ ンス トール されて い ます。 MTソ フ

トを使 って 自分達 が知 ってい る言語で実験 させ ます。

しか し、当大学では システム上、残念 なが ら学生 が

独 自にユーザー辞書 を作る ことを許可 してい ませ ん

ので、ユ ーザー辞書 に関 しま して は理論のみ を学ぶ

こ とにな ります。 その際、 日本でのユ ーザ ー辞書共

有化 の取 り組 みな ども説明 しました。 また来年度、

新 しくシス トラ ンを大学 は購 入 して くれ ることにな

っています。

 先 ほどに もあ りま したように、学 生たちは大抵 前

年度 にヨーロ ッパ内の大学 にて1年 間語 学研 修 を受

けてきて いますのでか な り高度 な語学 力 を保 持 して

お り、活発 に意見の交換や デ ィスカ ッシ ョンが行 な

われ ます。今年は ドイツ語、 フラ ンス語 、スペ イン

語専攻者が多い ようで した。 ワークシ ョップでは、

この他 に制限言語の取 り組み につい てのサイ トを参

考 に、 ヨー ロッパ にお けるMTと ドキュメ ンテーシ

ョン政策 について情報 を収 集 した り、勉 強を した り

します。

 どのような例文 を使用するかですが学生たちにコ
ーパス方式とテス トセット(TEST SUITE)の 長所、

短所を理解 させた上で両方の一部を使用 します。実

際に使用 されている文章としましては、それぞれが

専門の言語で書かれた新聞や教科書を持ちより訳文

を分析 します。

コース内容について学生 からの フィー ドバ ック

 MTの 授業内容について学生たちの感想は予想通

りで、語学系の学生にとって第4週 から第6週 の工

学的な部分は難 しいようで した。試験にでるからと

いう理由でかろうじて覚えこむという態度で、残念

ながら本質を理解するというまでには至 りませんで

した。 しか し、翻訳 ・通訳 を目指 す学生に とって

MTは 最初脅威でしたが次第に共存できるというこ

とが理解できたようで、コースを受けた学生たちは

全員満足 していると学生によるコース評価では書か

れていました。このコース評価を大学側は大変重要

視しますので、学生から評判がいいというのは次年

度 に予算もより多 く取 りやす くなり、教える側にと

っても嬉 しいことです。当大学ではこの授業一つ し

かMTに 関するものはあ りませんが、 UMISTな ど

はさらに深い内容についての授業がい くつも用意 さ

れているそうです。例えばMT評 価プロジェク トの

授業や、MTの かかえる問題などを掘 り下げて学生

は勉強できるそうです。 そう考えますと、当大学

ではまだ対象者が語学専攻者で、ユーザー側からの

勉強 ということになりますが、それでも将来のMT

の発展 と普及の一端をになっているのではないかと

私は思ってお ります。
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機 械 翻 訳 関 連 イ ン タ ー ネ ッ トサ ー ビ ス ー・覧

★原則 と して、 インター ネッ ト.ヒで無償機械翻訳サ ービスを行 っているWebペ ー ジを記載 してい ます 。

★言語欄 は、翻訳前 あるいは翻訳後の言語 と して指定可能 な言語 を.表し、翻訳方向は表 してい ませ ん。
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Aii Korea

Alis Technologies

Alnha Works Machine Translation

Altavista

AMIKAI

BestiLand

BIGLOBE翻 訳 ツー ル

Chatting Man

e‐lingo

eZuz laoan

Frontale自 動 翻 訳 システム

Gist-ln-Time Web demo

卜En ineerin

Internet Osaka

InterTran

J-kouranネ ソト

J-Server

L&H i‐Translations

L&HOnline Translations

Language Engineering Corporation

Lycos Language Translation

MT Ave

qty Translator

Vetomo

VewsEdge e‐Topics

Reverso translation online

SAIL LABS

Systranet.com

Transparent Language

T-sail:Full&Magic

VIL Vet機 械 翻 訳 サ ー ビス

インパク自動翻訳サービス

エキサイト

ネット九州

リアルタイム英 日翻訳体験サービス

レツツワー ル ド

英 日・日英 翻 訳 サ ー ビス

英 日・日英 翻 訳 体 験 コー ナ ー

国立健康 ・栄養研究所

特許庁

楓 無料翻訳サービス

翻訳体験デモ

URL

http://www.allkorea.co.jp/cRi-bin/allkorea.front

http://www.alis.com/index.en.html

http://www.alphaworks.ibm.com/aw.nsf/html/mt

http://babelfish.altavista.diRital.com/translate.dyn

http://www.amikai.com/intro/welcome.jsp?fang=JA

htto://www.bestiland.com/lank/ja/nOO1.htm

http://www.biRlobe.ne.jp/honyaku/

http://www.chattingman.com/

http://www.worldblaze.com/

http://www.ezuz.co.lp/

http://villaKe.infoweb.ne.lp/967EfwhxO381/translate.html

http://www.interactif.com/alis/demos en/web demo frame.html

http://venus.i-enr;.hitachi.co.in/lntro/Guest/IOc10001/index.htm

http://ss2.inet‐osaka.or.jp/

http://www.tranexp.com:2000/lnterTran?

http://j-korean.net/wwwboard/bbs.cgi?db=8

http://www.j‐server.com/

http://translate.lhsLcom/lhsl/

http://ofticeupdate.lhsl.com/

http://www.lec.com/demo/frame.html

http://translate.lycos.com/

http://mtave.softpark.jplaza.com/MTave/trial.html

http://www.mytranslator.com/defaultj.asp

http://www.netomo.com/japan/home/home.htm

http://www.newsedge.co.jp/-newsedge/index.html

http://www.reverso.net/

http://t1-testdrive.sail-labs.de/testdrive/LKG-start-EV.htm

http://www.systranet.com/systran/net

http://www.FreeTranslation.com/

http://www.t‐maiLcom/cgi‐bin/trail

http://www.asahi-net.or.jp/QTIF-MRS/honyaku.html

http://www.inpaku.go.jp/gate/abouttrans/index.html

http://www.excite.co.jp/world/

http://www.net‐kyushu.net/

http://www2.LogoVista.co.jp/products/honyaku.html

http://world-bbs.mitaka.ed.tao.go.jp/

http://www.fujitsu.co.jp/jp/soft/honyaku/eservice/index.html

http://www.fujitsu.co.jp/jp/soft/atlas/sample.html

http://humpty.nih.go.jp/

http://www.ipol.jpo-miti.go.jp/homepg _e.ipol

http://www.urban.ne.jp/home/kaedetp/transer/transer.htm

http://www.brother.co.ip/transland/tldemo.html

英:英 語 、 仏:フ ラ ン ス 語 、 独:ド イ ツ 語 、 西:ス ペ イ ン語 、 伊:イ タ リア 語 、 葡:ポ ル トガ ル 語 、 中:中 国 語 、

日:日 本 語 、 韓:韓 国 、 露:ロ シ ア語 、 希:ギ リ シ ア 語 、 タ:タ イ語 、 ノ:ノ ル ゥエ イ語
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★ 本ページの記載内容 はAAMTホ ー ムペ ージに も記載 され、随時更新 して お ります。

★ 以下のサ イ トにア クセ ス した こ とによる一切 の損 害 を当協 会 は補償 いた しませ ん。

2001年1月 現在

翻訳対象
Web, Chat

Text

Web

Web, Text

Web, Text, Mail, Chat

Web

web

Web, Mail, Chat

Web, Text

通販情報

Text

Web

Text

Web

Text

電子掲示板
Text, Web

Web, Text

Text

Text

Web, Text

Text

Web, Text

Web, Mail, Chat

ニ ユ ー ス

Web, Text

Text, File

Web, Text, File

Web, Text

Web

Text

Web

Web, Text

九 州 関 連 のニ ュー ス

Text

電子掲示板
Text

Text

健康関連ニュース

特許公報

Text

Text

言語

日
英仏独西伊葡中
英仏独西伊中日
英仏独西伊葡中日韓露
英仏独西葡中日
英仏独西伊葡中日韓露タ
英中日韓
日韓

英仏独西伊葡中日露
英日
英葡
英仏独伊葡中日
英中日韓
英 日

28言 語

日韓

英中日

英仏独西伊葡

英仏独西伊葡日
英仏独西伊葡中韓

英仏独西伊葡蘭

英 日

英 日

日韓

英 日

英仏独西
英仏独
英仏独西伊葡希

英仏独

英仏独西伊葡日露ノ
英 日

英中日韓
英 日

英 日

英 日

英 日

英 日

英 日

英中 日

英 日

英 日

英 日

備考

会員登録(無料)が必要
有償サービスが1日 だけ無料で使用可能

2000人 限 定 、2001/2/28ま で 無 料

れ る。

有償サービスが1ヶ月だけ無料で使用可

有償サービスが1日 だけ無料で使用可能。携帯電話版有。

有償版では、個人辞書が持てる。

英文ニュース配信サービスの自動翻訳(有 償版有り)

ユーザ登録(無 料)が 必要

インパク内のWebペ ー ジのみ 自動翻訳

登録されている幾つかの情報に、自動翻訳ボタンがある。

小中学校向け。ID登録が必要。2001年3月 末まで無料。

アンケートへの回答が必要。

ペ ー ジの 上 の 方 の 「今 日のNews!!」 をクリックす ると、そ の ペ ー ジが機 械

翻 訳 され て表 示 。

[Beaching PAJ]を クリックし特 許 公 報 を検 索 →ABSTRACTの 表 示 →

[DEA[L]の クリック→ 公 報 の 本 文 が機 械 翻 訳 され て表 示

Web ホ ー ム ペ ー ジ の 翻 訳 、 Textキ ー 入 力 した 文 章
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鵜転薬鞠

AAMT事 務局移転のお知 らせ

 AAMT事 務 局 は、3月 末 に下 記新事務所 に移転 します。 新住 所、電話 ・ファ ック ス番号 は下記 の とお り

です。 (URLは 、今 まで どお りです)

【新住所】

T101-0062

 東 京 都千代田区神田駿河 台3-11

 三 井 海上別館 ビル3F

 社 団 法人 電 子情 報技術 産業協会(コEITA)内

 ア ジア太平洋機 械翻訳協 会(AAMT)

 TEL O3-3518-6418

FAX O3._3yl㍗6岬 乙

 URL:http://it.jeita.or.jp/aamt

【業務開始日】 2001年4月2日(月)

***** Notice of change of Address *****

We are pleased to announce the relocation of our office effective April 2,2001 as follows

     (URL remains the same)

AAMT(Asia‐Pacific Association for Machine Translation)

c/oJEITA(Japan Electronics and Information Technology Industries Association)

Mitsui Kaijo Bekkan Bldg.3 F

3-11,Kanda‐Surugadai, Chiyoda‐ku,

Tokyo,101-0062 Japan

 TEL:03-3518-6418

FAX O3._矧8イ ¢ク≧

 URL:http://it.jeita.or.jp/aamt
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毒務濡逡諜鱒

協 会 活 動 報 告
(2000年8月 ～2001年1月)

セ ナ  ー 11月10日

運 営 委 員 会 9月29日

編 集 委 員 会

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

ネットワーク翻訳研 究会

11月16日

12月18日

12月15日

ll月13日

12月15日

1月25日

9月29日

10月27日

12月1日

1月19日

9月22日

11月29日

イ ン タ ー ネ ッ トWG 10月31日

AAMTセ ミナー

=イ ンターネット翻訳 ・機械翻訳の展望=

① 「機械翻訳:最 新の状況と展望」

  会長 東京大学 辻井先生

② 「インターネッ ト機械翻訳ソフ トの紹介」

  沖電気工業(株)村 田氏、 (株)東 芝熊野氏

③ 「インターネット機械翻訳システムの機能評価」

  ネットワーク翻訳研究会 委員 秀明大学 宮澤先生

①事業計画関係討議 ②運営諸問題討議

③ シンガポールサ ミット経理関係討議 ④その他

①運営諸問題討議 ②今年度収支関連討議 ③その他

①運営諸問題討議 ②来年度収支予算関連討議 ③その他

①前号反省 ②次号(30号)企 画 ③その他

①今後の計画討議 ②その他

①今後の計画討議 ②その他

①評価計画討議 ②その他

①今後の計画討議 ② 白書関係 ③その他

①ベンダー調査計画 ②白書関係 ③その他

①ベンダー調査計画 ②市場状況討議 ③その他

①ベンダー調査計画具体案作成 ②その他

①IBM東 京基礎研究所 渡辺 日出雄氏講演 「XMLとMT」

②委員 秀明大学 宮澤先生講演 「モデルホームページ」 ③その他

①電総研 橋 田浩一氏講演 「GDAタ グにっいて」

②山形大 横山先生ATR柏 岡氏 「評価の自動化」 ③その他

①AAMTホ ームページ拡充強化策討議 ②その他

事務蝿か6

未納会費納入のお願い

AAMTは 、 会員 の皆様 か らの会費のみ を運営資金 として、活動 を行 ってお ります。

2000年 度 も残 りわずか とな りま したの で、会費 を未納 の方は、早急に納入 くだ さい ます ようお願 いいた し

ます。

振込先  ① 東京三菱銀行

          名義人

     ② 郵便振替

          名義人

六本木支店 普通預金口座 1091515

アジア太平洋機械翻訳協会

東京00150-1-663538

アジア太平洋機械翻訳協会



 AAMT

ジ ャ ーナ ル

No.30

(Fcb.2001)

発   行 アジア太平洋機械翻訳協会
     〒1010062 東京都千代田区神田駿河台311  在   地所
                 一三1$海ヒ別館ビル3h'

     TEL:033Fi18 fv118 FAX:03-一 ㌻/8-(¢7と
     E‐mail:aamt OOOIC≪?infotokyo.ne.jp

     ホー ムペ ー ジ:http l〃it.jeita.ocjp/aamt

編 集 委員 会 野 村浩 郷(委 員長) 大倉清 司 奥西 稔幸 由端 潔

     熊 野 明

事 務 局 村 田 勇造 高 田佳 代 予

印 刷 所 伸 光写 植 印刷株 式 会社

端


